
①造影剤について

今回のMRI検査で使用するガドリニウム造影剤はガドリニウムという物質を含む薬剤で、静脈から注入して使用

します。この造影剤を使用することで、異常の有無や、病変の性状、範囲など詳しく描出することができ、病気の

状態をより正確に知ることができ、今後の治療に役立ちます。

②副作用について

次にあげる副作用があらわれることがあるので、観察を十分に行い、異常が認められた場合は投与を中止する

など適切な処置を行います。

《重大な副作用》

・ ショック、アナフィラキシー（血圧低下、呼吸困難、咽の違和感、喉頭浮腫、じん麻疹、咳、蒼白など）

・ 腎性全身性線維症

《その他の副作用》

： そう痒（かゆみ）、発疹、じん麻疹、紅斑

： 頭痛、めまい

： 血圧上昇

： 呼吸困難

： 悪心、嘔吐、下痢

： 味覚倒錯、味覚錯誤

： 造影剤の漏れや腫れ、注射部位反応による末梢神経障害や疼痛など

： 血管拡張（熱感、潮紅）錯覚感、不快感、異常感、ビリルビン上昇

③検査前の食事制限について
【MRI検査をお受けになる患者様へ】の1 をご参照ください。

④検査終了後について

検査終了後は通常通りお食事をしていただいて結構です。

ただし造影剤をより早く体から排泄させるために充分に水分補給するようお願いいたします。

また静脈内投与した造影剤は、投与後4日目までに57％が尿中に、39％が糞中に排泄されると報告があり、

数日後にも遅発性副作用（発熱、発疹、悪心、血圧低下、呼吸困難）があらわれるとの報告もあります。

万一、体に不調を感じた場合は、すぐに病院へご連絡またご来院ください。
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